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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
魔
砲
使
い
～
エ
ヴ
ァ
世
界
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
７
９
７
Ｃ

【
作
者
名
】

　
ｋ
ｅ
ｉ
ｎ

【
あ
ら
す
じ
】

　
魔
砲
、
魔
法
と
違
い
、
銃
に
似
た
武
具
、
魔
砲
銃
を
使
い
攻
撃
や
治
癒
、
防

御
な
ど
を
引
き
起
こ
す
事
が
で
き
る
。
そ
れ
故
、
そ
れ
を
扱
う
者
は
、
魔
砲
使

い
と
呼
ば
れ
る
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

と
あ
る
何
処
か
分
か
ら
な
い
場
所
（
爆
）

カ
チ
ャ
、
カ
チ
ャ
、
カ
チ
ャ
・
・
・
・
・
・
チ
ャ
キ
ン
ッ

「
ん
～
、
こ
れ
を
こ
う
し
て
っ
と
・
・
・
・
・
・
で
き
た
」

ガ
シ
ャ
！

そ
れ
は
黒
く
、
龍
と
い
う
マ
ー
ク
が
あ
り
形
が
大
き
い
銃
が
あ
っ
た
。
（
砲
身

の
部
分
は
、
黒
い
龍
の
頭
が
形
造
ら
れ
て
い
る
）

「
完
成
、
≪
龍
迅
旋
≫
」

そ
う
言
っ
て
、
そ
の
銃
を
手
前
の
机
に
置
き
、
軽
く
伸
び
た
。

「
う
ー
ー
ん
！
！
は
ぁ
、
疲
れ
た
な
ぁ
」

そ
こ
へ
、
彼
の
肩
を
軽
く
叩
く
者
が
い
た
。

「
お
疲
れ
さ
ま
、
シ
ン
ジ
」

彼
の
名
は
零
。

ゼ
ロ

『
豪
速
四
連
銃
の
零
』
と
呼
ば
れ
、
ガ
ン
マ
ン
の
間
で
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る

通
り
名
だ
。

そ
の
名
の
通
り
、
彼
の
両
腰
に
は
二
丁
ず
つ
の
拳
銃
が
あ
っ
た
。

「
へ
ぇ
～
、
こ
れ
が
≪
龍
迅
旋
≫
か
、
大
き
い
ね
」

「
う
ん
、
ま
ぁ
ね
」

ち
ょ
っ
と
歯
切
れ
が
悪
い
少
年
、
シ
ン
ジ
。

彼
は
、
名
字
を
捨
て
て
い
る
。

一
々
名
字
も
つ
け
る
必
要
は
な
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

彼
の
腰
に
は
一
本
の
刀
が
あ
る
。

こ
れ
は
元
々
、
彼
の
私
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
元
か
ら
身
に
つ
け
て
い
る
の
は
、
シ
ン
ジ
で
も
分
か
ら
な
い
ら
し
い
）

零
が
ふ
と
思
い
出
し
て
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
突
っ
込
ん
で
一
通
の
手
紙
を
差
し

ゼ
ロ出

し
た
。

そ
れ
を
不
審
に
見
て
、
そ
の
手
紙
を
受
け
取
る
。

「
・
・
・
何
こ
れ
？
」
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「
い
や
、
見
て
分
か
る
で
し
ょ
？
手
紙
だ
よ
」

「
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
し
か
も
差
出
人
書
い
て
な
い
し
」

手
紙
の
中
を
見
て
み
る
と
一
枚
の
紙
と
切
符
と
写
真
が
あ
っ
た
。

紙
の
方
を
見
る
と
、

『
来
い
　
　
ゲ
ン
ド
ウ
』

殴
り
書
き
で
書
か
れ
て
い
た
。

そ
れ
を
見
て
、

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

二
人
は
絶
句
し
た
。

そ
れ
と
同
封
さ
れ
て
い
る
写
真
を
見
る
と
、
二
人
は
、
呆
れ
て
物
が
言
え
な
か

っ
た
。

「
・
・
・
・
・
・
小
さ
い
ね
」

「
・
・
・
・
・
・
う
ん
、
小
さ
い
」

二
人
は
写
真
の
女
性
（
特
に
胸
）
を
見
て
呟
く
。

そ
し
て
、
一
枚
の
切
符
を
見
て
、

「
・
・
・
・
・
・
帰
す
気
は
な
い
っ
て
事
だ
ね
」

「
そ
う
だ
ね
。
っ
て
、
『
第
三
新
東
京
市
』
？
そ
ん
な
の
こ
の
国
に
は
な
い
よ
」

（
ち
な
み
に
こ
こ
は
大
和
と
い
う
国
で
あ
る
。
一
種
の
異
世
界
。
つ
ま
り
、
別

世
界
へ
と
連
れ
て
こ
ら
れ
た
の
だ
。
シ
ン
ジ
が
）

「
・
・
・
・
・
・
僕
の
国
だ
よ
、
て
言
う
か
ど
う
や
っ
て
こ
こ
に
届
く
ん
だ
ろ

う
？
」

「
・
・
・
・
・
・
姫
が
や
っ
て
た
り
し
て
」

「
・
・
・
あ
り
え
る
」

零
が
言
っ
た
姫
と
い
う
の
は
、
姫
子
と
い
う
彼
の
恋
人
で
あ
る
。

ゼ
ロ銀

色
の
長
い
髪
に
青
み
が
か
っ
た
エ
メ
ラ
ル
ド
の
瞳
、
少
女
と
は
思
え
な
い
く

ら
い
の
大
き
な
バ
ス
ト
が
あ
る
美
少
女
。

し
か
も
、
彼
女
に
は
姉
が
居
る
。

こ
れ
も
ま
た
、
世
界
の
何
処
を
探
し
て
も
絶
世
の
美
女
は
彼
女
の
み
！
と
言
う

程
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
ボ
デ
ィ
を
持
つ
女
性
で
あ
る
。
（
髪
の
毛
も
銀
色
の
長
い
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髪
で
あ
る
）

取
り
敢
え
ず
、

「
・
・
・
・
・
・
一
度
行
っ
て
み
よ
う
か
な
」

「
え
！
？
こ
こ
に
！
？
」

「
う
ん
」

「
ど
、
ど
、
ど
う
し
て
！
？
」

と
、
ワ
ナ
ワ
ナ
と
肩
を
震
わ
せ
て
、
シ
ン
ジ
に
詰
め
寄
る
零
。

ゼ
ロ

「
・
・
・
・
・
・
何
と
な
く
だ
よ
、
そ
れ
に
、
僕
が
産
ま
れ
た
国
だ
か
ら
ね
」

そ
う
言
っ
て
、
立
ち
上
が
り
、
机
の
上
に
置
い
て
あ
る
≪
龍
迅
旋
≫
を
右
腰
に

掛
け
傍
に
掛
け
て
あ
る
黒
い
ロ
ン
グ
コ
ー
ト
を
着
る
。

そ
れ
を
見
て
、
溜
息
を
つ
き

「
僕
達
も
行
く
よ
」

「
・
・
・
大
丈
夫
な
の
？
」

「
平
気
平
気
！
姫
達
な
ら
納
得
す
る
よ
、
と
言
う
よ
り
。
彼
女
達
全
員
シ
ン
ジ

と
一
緒
に
行
く
ん
だ
っ
た
ら
、
躊
躇
い
無
く
つ
い
て
い
く
と
思
う
よ
」

サ
ラ
リ
と
爽
や
か
な
笑
顔
で
言
い
放
つ
零
。

ゼ
ロ

そ
れ
を
聞
い
て
、
黒
色
の
長
い
髪
を
揺
ら
し
て
首
を
傾
げ
る
シ
ン
ジ
。

何
処
へ
行
っ
て
も
鈍
感
。

そ
の
後
に
姫
子
達
に
相
談
し
た
後
、
自
分
達
も
つ
い
て
い
く
と
言
い
張
っ
て
い

た
の
で
、
結
局
、
８
人
と
一
匹
（
？
）
で
、
行
く
事
に
な
っ
た
。

運
命
の
歯
車
は
既
に
狂
っ
て
い
る
。

こ
の
先
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
。
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第
一
話
　
一
行
、
襲
来

「
「
「
「
「
「
「
「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
」
」
」
」
」
」
」
」

シ
ン
ジ
達
一
行
は
、
第
三
新
東
京
市
の
二
つ
手
前
の
駅
の
ホ
ー
ム
で
、
立
ち
つ

く
し
て
い
る
。

そ
こ
へ
、

空
に
は
無
数
の
戦
闘
機
や
ミ
サ
イ
ル
が
飛
び
交
じ
り
、
街
を
大
き
な
巨
人
が
歩

い
て
い
る
物
だ
か
ら
さ
ぁ
大
変
。

す
る
と
、
シ
ン
ジ
が
、
魔
砲
銃
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
陣
を
造
る
。

「
出
ろ
！
攻
牙
白
狼
弾
！
！
」

陣
が
完
成
し
、
弾
を
発
射
す
る
。

す
る
と
、
複
数
の
魔
砲
弾
か
ら
白
い
狼
が
複
数
現
れ
た
。

彼
ら
は
そ
の
白
い
狼
に
乗
り
そ
の
場
を
離
脱
し
た
。

「
一
体
何
な
ん
だ
よ
！
あ
れ
は
！
」

「
あ
ん
な
の
神
族
に
い
た
か
な
？
」

「
い
な
い
！
絶
対
に
あ
ん
な
の
は
い
な
い
！
！
」

後
ろ
の
巨
人
を
見
な
が
ら
零
に
話
す
が
、
大
否
定
の
言
葉
が
阿
修
羅
か
ら
出
さ

れ
る
。

そ
れ
を
聞
い
て
、

「
・
・
・
・
・
・
だ
っ
た
ら
、
あ
れ
を
倒
す
し
か
な
さ
そ
う
だ
ね
」

そ
う
言
っ
て
、
白
い
狼
を
止
め
、
魔
砲
銃
を
ま
た
回
転
さ
せ
陣
を
造
る
シ
ン
ジ
。

「
行
け
！
！
鉄
牙
砲
龍
弾
！
！
」

そ
う
言
っ
て
、
巨
人
の
近
く
に
放
つ
。

す
る
と
、
地
面
か
ら
ガ
ト
リ
ン
グ
の
よ
う
な
鉄
の
龍
が
出
て
き
た
。
（
そ
れ
も

複
数
）

鉄
の
龍
は
巨
人
に
照
準
を
合
わ
せ
る
。

「
一
斉
射
撃
！
！
」

そ
の
言
葉
と
共
に
無
数
の
弾
丸
が
巨
人
に
向
か
っ
て
放
た
れ
る
。
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戦
闘
機
の
攻
撃
や
ミ
サ
イ
ル
で
ビ
ク
と
も
し
て
い
な
か
っ
た
巨
人
が
魔
砲
獣
の

攻
撃
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
。

巨
人
は
Ａ
Ｔ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
展
開
す
る
も
、
一
点
突
破
攻
撃
に
は
為
す
術
も
な

か
っ
た
。

そ
し
て
、
胸
に
あ
る
紅
い
玉
に
罅
が
入
り
、
砕
け
散
っ
た
。

コ
ア

巨
人
が
大
き
な
音
を
立
て
て
仰
向
け
に
倒
れ
る
。
（
あ
、
呆
気
な
）

そ
れ
を
見
て
、
無
数
の
ガ
ト
リ
ン
グ
が
止
ま
り
、
消
え
て
い
っ
た
。

「
・
・
・
早
く
第
三
新
東
京
市
へ
と
行
こ
う
」

シ
ン
ジ
が
促
し
て
、
後
ろ
に
い
た
零
達
を
連
れ
て
向
か
う
。

第
三
新
東
京
市
へ
。

迎
え
は
、
テ
レ
ビ
板
や
本
編
と
同
じ
く
二
時
間
以
上
も
の
遅
れ
で
着
い
た
そ
う

だ
。

そ
の
時
に
は
既
に
シ
ン
ジ
達
一
行
が
第
三
新
東
京
市
に
到
着
し
て
い
る
事
を
知

ら
な
い
。
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第
一
話
　
一
行
、
襲
来
（
後
書
き
）

攻
牙
白
狼
弾
：
白
い
狼
が
複
数
で
、
チ
ー
ム
を
組
み
敵
を
狩
る
の
が
特
徴
な
魔

砲
獣
。

鉄
牙
砲
龍
弾
：
巨
大
な
ガ
ト
リ
ン
グ
砲
の
形
を
し
た
鉄
の
龍
。
攻
牙
白
狼
弾
と

違
い
結
構
大
き
い
。

無
数
の
弾
丸
は
容
赦
の
な
い
ダ
メ
ー
ジ
を
敵
に
与
え
る
。

や
っ
ち
ゃ
っ
た
、
シ
ン
ジ
を
魔
砲
使
い
に
し
ち
ゃ
っ
た
。

・
・
・
・
・
・
っ
あ
、
旋
迅
龍
の
説
明
忘
れ
た
。
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第
二
話
　
嫌
な
予
感

第
三
新
東
京
へ
行
き
、
ネ
ル
フ
本
部
に
直
行
し
た
シ
ン
ジ
達
は
、
父
親
の
ゲ
ン

ド
ウ
と
対
面
し
た
。

「
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
久
し
ぶ
り
だ
な
、
シ
ン
ジ
」

「
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
誰
？
」

「
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
」

も
の
凄
く
長
い
沈
黙
が
通
っ
た
。

（
普
通
当
た
り
前
だ
ろ
）

見
か
ね
た
リ
ツ
コ
が
シ
ン
ジ
達
に
言
う
。

「
シ
ン
ジ
君
、
あ
れ
が
君
の
お
父
さ
ん
よ
」

「
あ
っ
そ
、
髭
く
ら
い
剃
れ
ば
？
」

「
・
・
・
・
・
・
」

「
し
か
も
全
然
似
て
な
い
ね
」
：
零

「
シ
ン
ジ
が
母
親
似
だ
か
ら
じ
ゃ
な
い
の
？
」
：
姫
子
嬢

「
ど
う
し
て
、
あ
あ
言
う
の
か
ら
こ
ん
な
綺
麗
な
子
が
生
ま
れ
る
ん
だ
ろ
う
な

？
」
：
黒
姫

「
人
間
の
遺
伝
子
と
い
う
の
は
イ
マ
イ
チ
分
か
ら
ん
」
：
阿
修
羅

「
や
―
―
―
ん
―
―
―
」
（
訳
：
ほ
ん
ま
や
な
、
な
ぜ
、
こ
な
い
な
美
少
年
が

生
ま
れ
る
ん
や
ろ
な
？
）
：
鬼
丸

「
遺
伝
子
の
神
秘
に
は
深
く
考
え
な
い
と
な
ら
な
い
ね
」
：
雪
男

「
あ
ん
な
の
が
父
親
だ
な
ん
て
、
シ
ン
兄
ち
ゃ
ん
に
同
情
し
ち
ゃ
う
よ
」
雪
女
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な
ど
、
ぼ
ろ
く
そ
に
言
う
シ
ン
ジ
他
七
名
（
六
名
と
一
匹
？
）
そ
の
言
葉
を
聞

い
て
、
い
じ
け
る
ゲ
ン
ド
ウ
。

壁
に
向
か
っ
て
蹲
り
、
床
に
の
の
字
を
書
い
て
涙
を
流
す
。

そ
れ
を
冷
め
た
目
で
見
る
、
シ
ン
ジ
達
。

「
・
・
・
そ
れ
よ
り
も
、
何
か
僕
に
ご
用
で
？
」

本
題
を
聞
く
シ
ン
ジ
に
慌
て
て
答
え
る
、
副
司
令
の
冬
月
コ
ウ
ゾ
ウ
。

「
そ
、
そ
う
そ
う
、
君
に
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
初
号
機
に
乗
っ
て
貰
い
た
い
の

だ
よ
」

「
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
初
号
機
？
あ
あ
、
あ
の
紫
の
鬼
で
す
か
」

そ
う
言
っ
て
、
赤
い
水
に
浸
か
っ
て
い
る
鬼
を
指
さ
す
。

「
そ
う
だ
、
あ
れ
に
乗
れ
る
の
は
１
３
歳
か
ら
１
５
歳
の
指
定
さ
れ
た
少
年
少

女
達
だ
な
の
だ
、
我
々
に
は
乗
る
事
が
で
き
な
い
だ
か
ら
、
君
に
頼
る
し
か
な

い
の
だ
」

そ
う
言
う
冬
月
の
目
は
真
剣
だ
っ
た
。

だ
が
、

「
お
言
葉
で
す
が
、
僕
は
乗
り
ま
せ
ん
よ
」

そ
の
キ
ッ
パ
リ
し
た
言
葉
に
戸
惑
う
冬
月
と
リ
ツ
コ
。

「
な
、
何
故
だ
ね
！
」

「
そ
、
そ
う
よ
、
ど
う
し
て
」

「
良
い
で
す
か
？
落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
よ
、
貴
方
達
は
こ
う
言
い
ま
し
た
よ

ね
、
『
こ
れ
に
乗
れ
る
の
は
１
３
歳
か
ら
１
５
歳
の
指
定
さ
れ
た
少
年
少
女
達
』

っ
て
」

確
か
に
彼
ら
は
『
１
３
歳
か
ら
１
５
歳
の
少
年
少
女
達
』
と
言
っ
て
い
た
。

シ
ン
ジ
は
そ
こ
が
拒
否
す
る
理
由
だ
と
い
う
。

な
ぜ
な
ら
ば
、

「
僕
は
、
そ
の
指
定
年
齢
を
過
ぎ
て
る
ん
で
す
よ
」

と
言
っ
た
。

そ
の
事
に
固
ま
る
冬
月
と
リ
ツ
コ
。

そ
れ
に
首
を
傾
げ
て
言
う
シ
ン
ジ
。

「
外
見
を
見
れ
ば
分
か
る
で
し
ょ
？
普
通
」
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・
・
・
・
・
・
確
か
に
、
外
見
を
見
れ
ば
１
９
０
近
く
ま
で
あ
る
身
長
に
少
し

大
き
な
掌
、
１
４
歳
に
し
て
は
不
自
然
す
ぎ
る
。

と
言
う
よ
り
。

「
あ
ん
な
、
人
を
飲
み
込
む
よ
う
な
機
体
に
な
ど
乗
り
た
く
も
な
い
で
す
ね
」

そ
う
言
う
事
ら
し
い
。

彼
の
母
、
碇
ユ
イ
が
初
号
機
に
飲
み
込
ま
れ
た
記
憶
が
、
戻
っ
て
い
た
ら
し
い
。

そ
の
事
に
ま
た
固
ま
る
。

そ
し
て
、
止
め
の
一
発
。

「
そ
れ
と
髭
、
お
前
は
も
う
碇
家
か
ら
縁
を
切
ら
れ
て
る
か
ら
な
、
今
後
一
切

碇
と
い
う
姓
を
使
う
な
よ
、
六
分
儀
総
司
令
殿
」

そ
う
言
っ
て
、
黒
姫
達
を
引
き
連
れ
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
か
ら
去
っ
た
。

後
に
残
っ
た
の
は
、
思
い
っ
切
り
固
ま
っ
た
ま
ま
の
髭
と
冬
月
と
リ
ツ
コ
の
み

だ
っ
た
。

「
た
だ
い
ま
戻
り
ま
し
た
。
お
爺
様
」

シ
ン
ジ
は
今
碇
本
家
の
居
間
に
い
る
。

「
お
お
、
シ
ン
ジ
帰
っ
て
き
た
の
か
！
」

碇
ゲ
ン
ゾ
ウ
、
碇
ユ
イ
の
父
親
で
あ
り
シ
ン
ジ
の
お
爺
ち
ゃ
ん
な
の
だ
。

ま
ぁ
、
そ
れ
は
兎
も
角
。

黒
姫
達
は
温
泉
に
入
っ
て
い
る
（
勿
論
、
男
湯
と
女
湯
に
別
れ
て
い
ま
す
）

「
い
つ
見
て
も
綺
麗
じ
ゃ
の
、
そ
の
髪
は
」

そ
う
言
っ
て
、
腰
ま
で
届
く
シ
ン
ジ
の
黒
い
髪
の
毛
を
見
る
ゲ
ン
ゾ
ウ
。

確
か
に
、
誰
も
が
羨
ま
し
が
る
よ
う
な
黒
髪
で
あ
る
。

「
そ
、
そ
れ
よ
り
、
次
に
来
る
使
徒
に
備
え
て
い
ろ
い
ろ
と
準
備
を
し
な
く
ち

ゃ
い
け
ま
せ
ん
し
。
学
校
も
行
か
な
き
ゃ
な
り
ま
せ
ん
し
」

「
学
校
の
方
は
、
儂
に
任
せ
て
お
け
」

そ
う
言
っ
て
、
ど
ん
と
胸
を
叩
く
。

頼
も
し
い
限
り
だ
が
、
シ
ン
ジ
は
嫌
な
予
感
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
。
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そ
の
嫌
な
予
感
が
、
的
中
す
る
事
に
な
る
の
は
別
の
話
。

晩
ご
飯
の
時
は
フ
ラ
ン
ス
と
イ
タ
リ
ア
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
碇
家
の
食
卓
で
食
べ

る
事
に
な
っ
た
。

（
そ
の
時
、
姫
子
嬢
が
五
人
前
を
食
べ
て
い
た
事
を
追
記
す
る
）
（
ヲ
イ
ヲ
イ

（
－
－
；
）
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第
二
話
　
嫌
な
予
感
（
後
書
き
）

あ
～
～
、
髭
に
鮫
牙
大
刀
弾
を
ぶ
ち
込
ま
せ
た
か
っ
た
。

ッ
チ
！
（
を
ひ
を
ひ
）

次
は
、
学
校
編
で
す
ね
。

ど
う
し
ま
し
ょ
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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